
Ｊ
Ｔ
Ｂ
執
行
役
員
個
人
事
業
本
部
リ
テ
ー
ル
事
業
部
長

　

村
田
　
透
　
氏

売りモノ・売り方を改革

Ｊ
Ｔ
Ｂ
法
人
事
業
本
部

仙

台

支

店

長
　
東
北
エ
リ
ア
広
域
担
当

　

大
久
保
　
毅
彦
　
氏

復興の先、未来志向の交流拡大

Ｊ
Ｔ
Ｂ
執
行
役
員
法
人
事
業
本
部
事
業
推
進
部
長

　

檜
垣
　
克
己
　
氏

観光地経営をサポート

　
笹
本
　
潤
一
　
氏

Ｊ
Ｔ
Ｂ
法
人
事
業
本
部

北
海
道
事
業
部
長
　
北
海
道
広
域
担
当
　

アドベンチャーツーリズム推進

新たな需要創造
ＪＴＢ　地域担当　　
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関
東
・
甲
越
エ
リ
ア
に
は
、富

士
山
・
日
光
・
富
岡
製
糸
場
な
ど

の
世
界
遺
産
、富
士
・
箱
根
な
ど

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
拡
大
エ
リ

ア
、２
０
２
０
に
向
け
さ
ま
ざ

ま
な
整
備
が
進
む
首
都
圏
エ
リ

ア
、な
ど
多
く
の
観
光
資
源
に

恵
ま
れ
て
お
り
、今
後
も
旅
ホ

連
各
支
部
、地
域
の
皆
さ
ま
と

連
携
し
、需
要
創
造
に
向
け
た

観
光
素
材
の
発
掘
や「
な
ら
で

は
の
価
値
」を
提
供
で
き
る「
売

り
モ
ノ
改
革
」に
向
け
継
続
的

に
取
り
組
む
。取
り
組
み
の
一

部
と
し
て
、滞
在
時
間
の
最
大

化
に
つ
な
が
る
地
域
活
性
化
に

向
け
、２
０
１
８
年
度
下
期「
日

本
の
旬
　
北
関
東
」で
開
発
し

た
コ
ン
テ
ン
ツ
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
、新
潟
Ｄ
Ｃ
な
ど
各
Ｊ

Ｒ
Ｄ
Ｃ
と
の
連
携
、日
本
遺
産

（
自
然
・
文
化
）素
材
の
観
光
資

源
化
、「
日
本
の
旬
　
国
立
公

園
」に
お
け
る
那
須
な
ど
で
の

コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
、そ
し
て
製

販
一
体
の
取
り
組
み
と
し
て
Ｍ

Ｄ（
お
客
さ
ま
に
対
し
、最
適
な

商
品
を
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

チ
ャ
ネ
ル
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

商
品
価
値
を
明
確
に
し
て
提
供

す
る
）を
進
め
、お
客
さ
ま
や
販

売
員
の
声
を
基
に
商
品
改
革
を

進
め
て
い
く
。

　
並
行
し
て

「
売
り
方
改
革
」

に
も
取
り
組

む
。店
頭
販
売

で
は
、真
の「
お

客
様
ニ
ー
ズ
の

吸
収
」と「
ご
提

案
」に
向
け
、Ｗ

Ｅ
Ｂ
で
の
口
コ
ミ
や
星
の
数
以

上
の「
そ
れ
ぞ
れ
の
お
客
様
の

価
値
観
に
合
う
旅
行
内
容
を
提

案
で
き
る
」こ
と
を
目
指
し
、パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
も
掲
載
さ
れ
る

ニ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ
表
の
活

用
、現
地
を
よ
く
知
る
社
員
の

育
成
を
含
め
販
売
側
と
商
品
造

成
側
の
連
携
を
強
化
す
る
。

　
今
後
、神
奈
川
、埼
玉
が
開
催

地
と
な
る「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
日
本
大

会
」（
９
月
）、新
潟
で
開
催
さ
れ

る「
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
」（
２
月
）、「
東
京
２

０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
」と
国
際
的

な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、国
内
外

か
ら
多
く
の
人
々
が
関
東
エ
リ

ア
に
訪
れ
る
機
会
が
創
出
さ
れ

る
。こ
の
機
会
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
の
拡
大
と
位
置
付
け
、

旅
ホ
連
各
支
部
、地
域
の
皆
さ

ま
と
連
携
し
、新
た
な
需
要
創

造
、宿
泊
増
売
に
努
め
て
い
く
。

　
２
０
１
８
年
の
東
北
に
お
け

る
訪
日
外
国
人
宿
泊
者
数
は
前

年
比
１
２
６
％
の
伸
び
率
で
過

去
最
高
の
１
２
１
万
４
千
人
泊

超
と
な
っ
た
。
国
や
東
北
観
光

推
進
機
構
が
掲
げ
る
２
０
２
０

年
ま
で
に
１
５
０
万
人
泊
と
い

う
目
標
の
達
成
が
い
よ
い
よ
視

野
に
入
っ
て
き
た
と
い
え
る
。

東
日
本
大
震
災
後
、
全
国
の
皆

さ
ま
や
国
・
自
治
体
な
ど
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
支
援
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
東
北
の
官
民
が

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き

た
成
果
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
２
０
１
９
年
に
入
り
、史
上

初
の
大
型
連
休
も
あ
り
、東
北

の
宿
泊
業
界
は
こ
こ
ま
で
は
堅

調
に
推
移
し
て
い
る
。こ
の
後

も
６
月
に
は
福
島
で
東
北
絆
ま

つ
り
、９
月
と

月
に
釜
石
で

ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
が
開
催
さ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
Ｊ

Ｔ
Ｂ
と
し
て
も「
東
北
」を
下
期

エ
ー
ス
重
点
販
売
方
面
に
設
定

し
、個
人
旅
行
需
要
を
積
極
的

に
取
り
込
ん
で
い
く
方
針
だ
。

　
２
０
２
０
年
に
は
宮
城
県
と

福
島
県
で
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
も

あ
り
、２
０
２
１
年
上
期
に
は
、

初
の
６
カ
月
開
催
と
な
る
Ｊ
Ｒ

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
も
決

定
し
て
い
る
。

　
話
題
だ
け
を

な
ら
べ
る
と
明

る
い
状
況
と
み

え
る
。

　
一
方
で
は
、

他
地
域
よ
り
も
比
較
的
高
い
割

合
で
域
内
宿
泊
需
要
を
支
え
て

き
た
東
北
の
人
口
減
少
や
宿
泊

業
界
を
は
じ
め
と
す
る
観
光
産

業
に
お
け
る
人
材
不
足
な
ど
、

課
題
の
顕
在
化
が
急
速
に
進
ん

で
い
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

　
東
北
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
の
解
決
に
は
交
流
人
口
の

拡
大
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

旅
ホ
連
東
北
支
部
連
合
会
会
員

の
皆
さ
ま
と
さ
ら
な
る
連
携
を

図
り
、
旅
行
需
要
創
出
に
つ
な

が
る
素
材
開
発
や
商
品
開
発
に

注
力
し
た
い
。

　
ま
た
、
２
０
２
１
年
に
は
東

日
本
大
震
災
か
ら

年
の
節
目

を
迎
え
る
が
、
東
北
が
復
興
し

た
姿
を
全
国
に
発
信
す
る
と
と

も
に
東
北
発
の
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン

ド
も
含
め
相
互
交
流
の
活
性
化

に
よ
り
、
東
北
域
外
の
皆
さ
ま

と
未
来
志
向
の
関
係
性
を
創
出

し
交
流
拡
大
を
実
現
し
た
い
。

　「
Ｏ
Ｎ
Ｅ
　

Ｊ
Ｔ
Ｂ
」１
年
目

と
な
る
昨
年
度
は
全
国

カ
所

の
事
業
部
・
支
店
が
ミ
ッ
シ
ョ

ン
別
に
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
向

き
合
っ
た
結
果
、法
人
事
業
本

部
と
し
て
前
年
実
績
を
超
え
る

取
り
扱
い
の
拡
大
が
図
れ
た
。

　
弊
社
で
は
、デ
ジ
タ
ル
デ
ー

タ
を
活
用
し
た
地
域
観
光
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
を
支
援
す
る
ク
ラ

ウ
ド
サ
ー
ビ
ス「
エ
リ
ア
ア
ナ

ラ
イ
ザ
ー
」を
開
発
し
、自
治
体

や
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
向
け
て
、

地
域
の
来
訪
者
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
取
得
・
集
計

し
、分
析
す
る
た
め
の
可
視
化

を
行
い
、ク
ー
ポ
ン
を
活
用
し

た
周
遊
施
策
や
具
体
的
な
着
地

型
商
品
の
開
発
や
改
善
な
ど
、

旅
行
者
の
行
動
予
測
に
よ
る
地

域
で
の
観
光
地
経
営
の
サ
ポ
ー

ト
を
推
進
し
て
い
る
。

　
各
自
治
体
・
地
域
の
交
通
機

関
と
も
連
携
強
化
を
進
め
て
い

る
。離
島
・
遠
隔
地
域
に
お
い
て

積
年
の
課
題
で
あ
っ
た
交
通
イ

ン
フ
ラ
課
題
の
緩
和
策
と
し

て
、航
空
会
社
の
空
白
時
間
帯

に
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
就
航
し
、

定
期
便
と
組
み
合
わ
せ
、新
た

な
周
遊
ル
ー
ト
＆
コ
ン
テ
ン
ツ

開
発
・
販
売
に
よ
り
、持
続
的
な

交
流
人
口
の
創

出
に
つ
な
げ
路

線
維
持
に
も
貢

献
し
て
い
る
。

　
ま
た
、こ
れ

ま
で
特
定
の
エ

リ
ア
に
絞
り
展

開
し
て
い
た
国

内
デ
ス
テ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

は
、初
の
広
域
エ
リ
ア
を
舞
台

に
し
た「
日
本
の
旬
　
国
立
公

園
」を
展
開
中
だ
。環
境
省
と
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
締
結
し
、

同
省
が
推
進
す
る「
国
立
公
園

満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
賛
同

す
る
形
で
、グ
ル
ー
プ
全
チ
ャ

ネ
ル
で
販
売
を
拡
大
し
て
い

る
。国
立
公
園
を
ナ
シ
ョ
ナ
ル

パ
ー
ク
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化

し
、国
立
公
園
な
ら
で
は
の
過

ご
し
方
を
多
数
取
り
そ
ろ
え
、

国
内
の
需
要
喚
起
に
と
ど
ま
ら

ず
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
意
識
し

た
販
売
推
進
を
引
き
続
き
強
化

し
て
い
く
。

　
今
後
も
顧
客
課
題
に
と
ど
ま

ら
ず
、業
界
課
題
・
社
会
課
題
な

ど
の
解
決
に
資
す
る
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
、デ
ジ
タ
ル
と
ヒ
ュ
ー

マ
ン
タ
ッ
チ
を
融
合
し
た〝
Ｊ

Ｔ
Ｂ
な
ら
で
は
の
価
値
〟を
提

供
し
続
け
、豊
か
な
社
会
の
実

現
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。

　
北
海
道
観
光
を
取
り
巻
く
環

境
に
追
い
風
が
吹
い
て
い
る
。

２
０
２
０
年
よ
り
新
千
歳
空
港

を
は
じ
め
と
す
る
道
内
７
空
港

の
一
括
民
営
化
が
始
ま
る
。
新

千
歳
空
港
を
中
心
に
道
央
エ
リ

ア
に
偏
り
が
ち
で
あ
っ
た
観
光

ル
ー
ト
か
ら
、
道
内
各
地
に
点

在
す
る
地
方
空
港
が
相
互
に
連

携
し
た
新
た
な
広
域
周
遊
観
光

ル
ー
ト
の
活
性
化
が
見
込
ま
れ

る
。
国
内
外
か
ら
北
海
道
を
訪

れ
る
多
く
の
観
光
客
は
今
ま
で

見
た
こ
と
の
な
い
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
自
然
景
観
や
体
感
し
た
こ

と
の
な
い
異
文
化
、
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
に
触
れ
る
こ
と
に
な
る

で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
背
景
も
受
け
、
Ｊ

Ｔ
Ｂ
で
は
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
（
Ａ
Ｔ
）
市
場
に
注

目
し
、
そ
の
推
進
に
力
を
入
れ

て
い
る
。
Ａ
Ｔ
の
定
義
は
「
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
・
自
然
・
異
文

化
体
験
の
３
要
素
の
内
、
２
つ

以
上
で
構
成
さ
れ
る
旅
行
」
と

さ
れ
て
お
り
、
北
米
・
欧
州
を

中
心
と
し
た
巨
大
市
場
で
あ

る
。
北
海
道
に
は
そ
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
得
る
多
様
な
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
、
豊
富
な
自
然
資
源
と

そ
れ
に
裏
打
ち
さ
れ
た
多
彩
な

食
、
そ
し
て
日

本
文
化
の
独
自

性
と
そ
の
魅
力

を
さ
ら
に
高
め

る
ア
イ
ヌ
文
化

が
あ
る
こ
と
か

ら
、
国
内
を
代

表
す
る
Ａ
Ｔ
の

メ
ッ
カ
に
成
り

得
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

　
こ
の
機
運
を
後
押
し
す
る
か

の
よ
う
に
２
０
２
０
年
４
月
に

は
白
老
町
ポ
ロ
ト
湖
畔
に
ア
イ

ヌ
民
族
の
文
化
発
信
拠
点
と
な

る
「
民
族
共
生
象
徴
空
間
・
ウ

ポ
ポ
イ
」
が
オ
ー
プ
ン
す
る
。

北
日
本
エ
リ
ア
初
の
国
立
博
物

館
と
な
る
「
国
立
ア
イ
ヌ
民
族

博
物
館
」
、
古
式
演
舞
公
演
や

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
ア

イ
ヌ
文
化
を
体
感
で
き
る
「
国

立
民
族
共
生
公
園
」
な
ど
を
有

し
、
年
間
１
０
０
万
人
の
来
場

を
見
込
む
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
、
官
民
一
体
と
な

っ
て
加
速
化
す
る
こ
れ
ら
観
光

振
興
の
動
き
と
連
携
し
「
北
海

道
な
ら
で
は
の
価
値
」
を
創
出

・
発
信
し
な
が
ら
、
国
内
お
よ

び
世
界
中
か
ら
観
光
客
を
お
迎

え
し
、
北
海
道
全
域
の
宿
泊
券

増
売
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。

　ＪＴＢ協定旅館ホテル連盟の通常総会の
開催に際して、ＪＴＢの地域担当の８人に
宿泊増売や地域活性化に関する取り組みつ
いて語っていただいた。


